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僧
伝
と
僧
讃

ー
ー
本
邦
故
事
の
流
入
の
端
緒
と
し
て
|
|

山
崎

日
月

『
F

は
じ
め
に
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漢
詩
文
の
文
体
の
一
に
讃
が
あ
る
。
主
に
四
字
句
で
構
成
さ
れ
、
韻
を
踏
み
、
人
物
や
文
章
、
書
画
な
ど
を
褒
め
讃
え
る
。

こ
の
讃
に
つ
い
て
、
古
く
中
国
南
朝
の
梁
の
劉
識
は
、
そ
の
文
学
理
論
書
で
あ
る
『
文
心
離
龍
」
に
お
い
て
、
「
源
を
発
す
る
こ
と
遠
し

と
難
も
、
用
を
致
す
こ
と
蓋
し
寡
し
。
大
抵
の
帰
す
る
所
は
、
其
れ
領
家
の
細
条
か
」
(
巻
二
「
領
讃
」
)
と
評
し
て
、
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た

な
い
も
の
で
あ
る
と
断
じ
、
領
[
日
『
毛
詩
』

の
六
義
の
一
で
、
宗
廟
の
神
明
に
君
主
の
盛
徳
を
告
げ
る
宮
廷
歌
。
後
に
人
物
や
事
物
ま
で

褒
め
讃
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
]

の
枝
派
の
如
く
結
論
づ
け
て
、
そ
の
文
体
の
意
義
を
切
り
捨
て
た
。
し
か
し
同
時
代
に
粛
統
が
『
文
選
』
序

に
、
「
像
を
図
き
で
は
則
ち
讃
興
る
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
讃
は
画
像
と
と
も
に
書
き
付
け
る
画
讃
と
い
う
形
を
得
て
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
明
の
徐
師
曽
が
詩
文
論
集
『
文
体
明
弁
』
に
お
い
て
、
「
唐
の
時
に
用
ひ
て
以
て
士
を
試
み
る
に
至
れ
ば
、

(306) 

則
ち
其
の
世
の
尚
ぶ
所
と
為
り
て
久
し
」
(
「
賛
」
)
と
記
し
た
よ
う
に
、
唐
代
に
な
っ
て
試
験
科
目
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
尊
ば
れ
る
よ
う
に



し
か
し
、
讃
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
、
人
物
や
事
物
を
讃
称
す
る
と
い
う
そ
の
実
用
的
な
性
質
か
ら
、
古
来
特
に
絡
流
に
お
い
て
、
三
宝

(305) 

も
な
っ
た
と
い
う
。

を
讃
え
る
た
め
に
重
宝
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
内
、
僧
侶
を
讃
え
る
僧
讃
に
つ
い
て
い
え
ば
、
本
邦
に
お
い
て
は
平
安
時
代
中
期
に
到
っ
て
、
漸
く
日
本
仏
教
を
形
成
し
た
名
僧
を

讃
え
る
機
運
が
熟
し
、
儒
者
や
そ
の
出
家
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
始
め
た
。

こ
の
僧
讃
を
見
る
に
、
多
く
先
行
し
て
成
立
し
た
僧
伝
を
基
に
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
他
の
故
事
を
ほ
と
ん
ど
用
い
る
こ
と
が
な

い
と
い
う
、
当
時
の
詩
文
と
し
て
は
特
異
な
性
格
が
見
受
け
ら
れ
る
。

本
稿
は
こ
の
僧
讃
の
典
拠
の
特
殊
性
と
そ
の
日
本
漢
文
史
上
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
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本
邦
に
お
け
る
僧
讃
の
初
期
に
し
て
最
大
の
も
の
に
、
橘
在
列
の
壁
画
讃
が
あ
る
。
天
慶
九
年
(
九
四
六
)
八
月
に
、
延
暦
寺
東
塔
の
法

華
三
昧
堂
の
壁
上
に
描
か
れ
た
三
十
二
人
の
祖
師
像
に
付
し
た
讃
で
あ
る
。
こ
の
壁
画
讃
は
十
一
年
後
の
康
保
三
年
九
月
二
十
八
日
の
法
華

三
味
堂
の
焼
亡
と
と
も
に
失
わ
れ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
讃
文
の
み
は
抄
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
「
天
慶
九
年
八
月
之
比
東
塔
法
華
三
昧
堂

壁
画
大
師
等
賛
」
と
い
う
首
題
の
付
さ
れ
た
粘
葉
装
一
帖
に
収
め
ら
れ
、
今
に
伝
存
す
る
。
本
書
は
初
め
高
山
寺
に
伝
わ
り
、
寛
永
年
間
に

仁
和
寺
の
顕
証
が
発
見
し
て
、
現
在
は
久
原
文
庫
(
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
)
に
蔵
さ
れ
る
孤
本
で
あ
る
。
(
以
下
、
『
東
塔
法
華
堂
壁
画
賛
」
)

な
み
き

橘
在
列
は
、
学
生
の
字
を
卿
、
法
号
を
尊
敬
と
い
う
。
尾
張
守
秘
樹
の
三
男
で
、
文
章
院
に
入
学
し
、
才
識
抜
群
と
称
さ
れ
る
も
門
閥
に

縁
な
く
、
三
十
歳
で
漸
く
文
章
生
と
な
る
。
後
に
学
業
を
棄
て
て
、
安
芸
介
、
弾
正
少
弼
を
歴
任
し
、
天
慶
七
年
十
月
に
比
叡
山
に
登
っ
て



出
家
し
た
。
東
塔
の
法
華
三
昧
堂
の
壁
画
に
讃
を
題
し
た
の
は
、
そ
の
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
没
年
は
天
暦

八
年
(
九
五
四
)
三
月
に
弟
子
源
順
が
在
列
の
詩
文
集
『
沙
門
敬
公
集
』
七
巻
を
編
纂
し
た
の
が
一
つ
の
目
安
と
な
る
。
別
集
に
『
沙
門
敬

公
集
』
『
尊
敬
記
』
が
あ
っ
た
が
、
と
も
に
散
供
し
た
。
『
扶
桑
集
』
に
親
交
を
結
ん
だ
源
英
明
と
の
唱
和
詩
が
見
え
る
。
他
に
「
本
朝
文
粋
』

を
は
じ
め
と
す
る
総
集
に
詩
文
が
散
見
す
る
が
、
纏
ま
っ
た
述
作
と
し
て
は
『
東
塔
法
華
堂
壁
画
賛
』
の
他
を
見
な
い
。

『
東
塔
法
華
堂
壁
画
賛
』
は
三
十
二
人
の
祖
師
の
讃
、
三
十
二
首
を
収
め
る
。
対
象
と
す
る
高
僧
は
天
竺
、
震
旦
、
本
邦
の
三
国
に
渉
り
、

密
教
系
と
天
台
系
の
そ
れ
を
併
せ
る
。
次
に
そ
の
文
題
を
掲
げ
よ
う
。

ー
中
天
竺
善
無
畏
三
蔵
、

2

北
天
竺
不
空
三
蔵
、
3

南
天
竺
金
剛
智
三
蔵
、
4

南
岳
慧
思
大
師
、
5

天
台
智
者
大
師
、
6

国
清
寺

濯
頂
大
師
、
7

緒
雲
智
威
大
師
、
8

天
官
寺
慧
威
大
師
、
9

左
渓
玄
朗
大
師
、
問
妙
楽
寺
湛
然
大
師
、
日
郡
部
道
遼
大
師
、
ロ
呉

興
道
宣
律
師
、
日
澗
州
玉
泉
寺
僧
伽
和
尚
、
凶
一
行
阿
闇
梨
、
日
恵
果
阿
闇
梨
、
ぱ
山
順
暁
阿
閣
梨
、

η
義
真
阿
閤
梨
、
同
法
詮
阿
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閣
梨
、
ゆ
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
、
加
聖
徳
太
子
、
別
鑑
真
大
和
尚
、
辺
行
基
大
僧
正
、
お
伝
教
大
師
、
引
け
慈
覚
大
師
、
万
智
証
大

師
、
お
義
真
和
尚
、
幻
円
澄
和
尚
、
お
光
定
和
尚
、

m
安
恵
和
尚
、
知
恵
亮
和
尚
、
引
延
最
和
尚
、
党
静
観
僧
正
。

こ
の
内
、
本
稿
で
は
平
安
後
期
の
詩
文
集
で
あ
る
三
善
為
康
撰
『
朝
野
群
載
』
巻
一

「
文
筆
上
」
に
倣
っ
て
、
同
室
田
が
載
録
す
る
所
の5

天
台
智
者
大
師
、
加
聖
徳
太
子
、
お
伝
教
大
師
の
三
首
の
讃
を
取
り
上
げ
、
詳
細
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

先
ず
中
国
南
北
朝
時
代
の
僧
、
智
顎
(
五
三
八
ー
九
七
)
を
讃
え
る
「
天
台
智
者
大
師
讃
」
を
見
ょ
う
。

智
頭
は
天
台
宗
開
祖
、
或
い
は
慧
文
、
慧
思
に
次
ぐ
第
三
祖
と
さ
れ
る
。
字
は
徳
安
、
湖
南
荊
州
の
人
。
十
八
歳
で
出
家
し
て
慧
思
に
師

(304) 



事
し
、
三
十
八
歳
で
天
台
山
に
登
り
『
法
華
経
』
と
止
観
の
実
践
を
重
ん
じ
て
天
台
教
学
を
確
立
し
た
。
陳
陪
二
代
の
帝
に
講
説
し
、
陪
の

の
三
大
部
が
あ
る
。

(303) 

場
帝
に
総
持
の
法
名
を
授
け
、
帝
か
ら
は
智
者
の
大
師
号
を
賜
っ
た
。
著
に
『
法
華
文
句
」
「
法
華
玄
義
』
「
摩
詞
止
観
』

舜
目
莞
眉

在
列
の
「
天
台
智
者
大
師
讃
」
を
掲
げ
よ
う
。

舜
目
嘉
眉

陳
陪
之
師

鷲
峯
値
覚

衡
岳
逢
思

住
花
三
味

獲
旋
捻
持

滅
後
十
日

昨
容
黙
々

陳
陪
の
師

鷲
峯
に
覚
に
値
ひ

旋f 花け衡
捻1 三f 岳
持ぢ昧t に
をに思
獲住に
たし逢
りてふ

-4 

昨t j威
容す後
瀬き十
々き日
たな
りる

も

[
H舜
の
よ
う
な
重
瞳
子
に
莞
の
よ
う
な
八
彩
の
眉
を
備
え
、
陳
惰
の
国
師
で
あ
っ
た
。
霊
鷲
山
に
お
い
て
釈
尊
に
会
い
、
南
岳
に
お

い
て
慧
思
に
逢
っ
た
。
法
華
三
昧
に
専
念
し
て
、
旋
陀
羅
尼
を
得
た
。
示
滅
し
て
十
日
を
経
て
も
、
艶
の
あ
る
尊
容
は
和
ら
ぎ
楽
し

む
よ
う
で
あ
っ
た
。
]

の
こ
と
、
「
嘉
眉
」
と
は
八
彩
[
H八
種
の
彩
色
の
眉
。
]
、
或
い
は
八
眉

第
一
句
の
「
舜
目
」
と
は
重
瞳
子

[
H瞳
が
二
つ
あ
る
こ
と
。
]

[
日
八
の
字
の
眉
。
]
を
い
う
。
嘉
舜
は
聖
人
と
し
て
並
称
さ
れ
る
伝
説
上
の
帝
王
で
あ
り
、
『
尚
書
大
伝
」
巻
五
、
書
序
伝
に
「
嘉
八
眉
、
舜

四
瞳
子
」
と
し
て
異
相
を
現
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
常
人
と
異
な
る
こ
と
を
外
見
上
に
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
徳
性
を
表
す
も
の
で
あ
る
。



智
頭
の
相
貌
に
関
す
る
最
も
古
い
記
述
は
、
智
類
本
人
の
口
述
に
基
づ
き
弟
子
の
濯
頂
(
五
六
一
ー
六
一
二
二
)
が
筆
録
し
た
「
摩
詞
止
観
』

に
見
え
、
「
智
者
生
、
光
満
レ
室
、
自
現
一
一
双
瞳
一
」
(
「
巻
一
之
上
」
)
と
あ
る
。
ま
た
濯
頂
が
陪
の
場
帝
の
諮
問
に
答
え
る
た
め
に
智
鎮
の
行
状

を
著
し
た
、
最
古
の
智
頭
伝
で
あ
る
『
陪
天
台
智
者
大
師
別
伝
』
(
以
下
、
『
智
者
大
師
別
伝
』
)
に
は
、
「
眼
有
二
重
瞳
一
。
父
母
蔵
護
、
不
レ
欲
一
一

人
知
一
、
市
人
自
知
レ
之
失
」
と
あ
っ
て
、
父
母
が
智
頭
の
重
瞳
を
隠
し
た
が
自
ず
か
ら
人
に
知
れ
た
と
あ
る
。
な
お
唐
の
道
宣
(
五
九
六
ー

六
六
七
)
撰
「
唐
高
僧
伝
』
智
顎
伝
も
こ
の
故
事
を
引
く
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
智
鎮
の
相
貌
を
「
舜
目
嘉
眉
」
と
形
容
し
た
の
が
顔
真
卿
(
七O
九
ー
八
五
)
で
あ
る
。
顔
真
卿
に
は
先
ず
智
頭
の
伝

記
『
天
台
山
国
清
寺
智
者
大
師
伝
』
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
師
眉
有
一
三
八
彩
一
、
眼
有
一
一
重
瞳

L
と
見
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
他
に
七
言
八
十
八

句
で
構
成
さ
れ
る
『
陳
惰
二
代
三
朝
国
師
天
台
智
者
大
師
画
讃
』
(
以
下
、
『
智
者
大
師
画
讃
』
)
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

お
ほ
ぜ
ん
ゑ
ひ
ち
た
ふ
と

亮
眉
舜
日
照
若
春
、
禅
慧
悲
智
厳
其
身
。
(
嘉
眉
舜
日
照
き
な
る
こ
と
春
の
若
く
、
禅
慧
悲
智
其
の
身
を
厳
ぶ
。
)

在
列
の
讃
の
用
字
と
比
べ
る
と
、
語
句
に
転
倒
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
脚
韻
を
踏
む
た
め
で
あ
っ
て
怪
し
む
に
足
ら
な
い
。
(
「
眉
」
「
師
」-5-

が
上
平
声
脂
韻
。
「
思
」
「
持
」
「
慨
に
が
上
平
声
之
韻
。
)

『
智
者
大
師
画
讃
』
は
本
邦
の
天
台
宗
寺
院
に
伝
わ
る
侠
存
書
で
あ
る
。
顔
真
卿
の
作
で
あ
り
な
が
ら
、
清
の
黄
本
撲
の
編
纂
に
な
る
顔
真

卿
の
別
集
『
顔
魯
公
文
集
』
三
十
巻
補
遺
一
巻
(
一
八
四
五
)
や
、
清
の
董
詰
等
の
編
纂
に
な
る
嘉
慶
帝
勅
撰
の
『
全
唐
文
』
(
一
八
一
四
)
、

ま
た
そ
れ
を
補
う
陸
心
源
編
輯
『
唐
文
拾
遺
』
(
一
八
八
八
)
、
同
『
唐
文
続
拾
』
(
一
八
九
四
)
に
も
収
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
漢
土
に
お
い

て
そ
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
た
注
目
す
べ
き
書
物
で
あ
る
。

同
書
は
、
第
五
代
天
台
座
主
智
証
大
師
円
珍
(
八
一
四
ー
九
一
)
の
請
来
日
録
で
あ
る
所
謂
『
智
証
大
師
請
来
日
録
』
(
内
題
は
『
大
唐
国

(302) 

斯
江
東
道
台
洲
唐
興
県
天
台
山
国
清
寺
日
本
国
上
都
比
叡
山
延
暦
寺
比
正
円
珍
入
唐
求
法
惣
目
録
』
)
に
「
天
台
智
者
大
師
画
讃
〈
碑
本
〉
」



と
著
録
さ
れ
て
お
り
、
仁
寿
元
年
(
八
五
二
か
ら
天
安
二
年
(
八
五
八
)
ま
で
唐
に
あ
り
、
天
台
山
国
清
寺
ほ
か
、
物
外
で
経
典
を
学
ん

(301) 

だ
円
珍
が
、
そ
の
帰
着
と
と
も
に
本
邦
に
請
来
し
た
書
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

な
お
『
知
日
者
大
師
画
讃
』
に
は
、
円
珍
の
撰
述
と
さ
れ
る
注
釈
書
「
天
台
智
者
大
師
画
讃
註
』
が
あ
り
、
教
学
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
試
み
に
前
の
引
用
句
に
対
応
す
る
注
を
見
れ
ば
、
「
言
一
言
河
眉
一
者
八
采
。
義
有
二
二
途
一
、
而
多
云
レ
似
一
二
八
之
字

L
と
あ
り
、

莞
眉
を
八
采
の
意
で
解
し
、
併
せ
て
別
義
に
も
触
れ
て
い
る
。

『
智
者
大
師
画
讃
』
に
つ
い
て
は
、
源
為
憲
撰
『
三
宝
絵
』
巻
下
「
比
叡
霜
月
会
」
に
、
最
澄
(
七
六
七l
八
一
一
一
一
)
が
延
暦
七
年
の
智
頭

の
正
忌
に
延
暦
寺
に
て
霜
月
会
を
始
修
し
『
智
者
大
師
画
讃
」
を
唱
え
た
と
あ
り
、
加
え
て
そ
れ
が
円
珍
の
請
来
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

伝
教
大
師
フ
カ
ク
大
師
ノ
恩
ヲ
思
テ
、
延
暦
七
年
ノ
十
一
月
一
一
、
ハ
ジ
メ
テ
七
大
寺
名
僧
十
人
ヲ
請
ジ
テ
、
ヒ
エ
ノ
山
ノ
セ
パ
キ
室
ニ
シ

ス
。
供
物
ヲ
庭
ノ
マ
ヘ
ヨ
リ
オ
ク
ル
一
一
、
茶
ヲ
煎
ジ
、
菓
子
ヲ
ソ
ナ
フ
。
天
台
ノ
昔
ニ
奉
供
ス
ル
ニ
ヲ
ナ
ジ
。
花
ヲ
サ
、
ゲ
、
香
ヲ
ツ
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テ
ハ
ジ
メ
テ
十
講
ヲ
行
ヘ
リ
。
十
日
講
ヲ
ハ
リ
テ
ソ
ノ
ア
ク
ル
朝
廿
四
日
、
大
師
供
ヲ
オ
コ
ナ
フ
。
霊
応
図
ヲ
堂
ノ
中
ニ
カ
ケ
テ
供
養

タ
フ
。
震
旦
ノ
煙
ヲ
思
ヤ
ル
。
時
時
鏡
欽
ヲ
ウ
チ
、
カ
タ
/
\
画
讃
ヲ
ト
ナ
フ
。
ス
ベ
テ
天
竺
、
震
旦
、
我
国
ノ
諸
道
ノ
祖
師
達
ヲ
モ
、

供
ヲ
ソ
ナ
ヘ
同
ク
タ
テ
マ
ツ
ル
。
画
賛
ハ
顔
魯
公
ハ
天
台
大
師
ヲ
ホ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
文
也
。
智
証
大
師
モ
ロ
コ
シ
ヨ
リ
伝
ヘ
タ
ル
也
。

こ
の
受
容
状
況
を
見
れ
ば
、
『
智
者
大
師
画
讃
』
が
叡
山
に
止
住
す
る
在
列
の
耳
目
に
触
れ
た
と
み
て
相
違
な
い
。

第
二
句
は
、
智
頭
が
陳
階
二
代
の
国
師
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
こ
れ
ら
諸
帝
に
講
説
を
施
し
た
こ
と
を
い
う
。
『
智
者
大
師
画
讃
』

が
ま
さ
に
「
陳
惰
二
代
三
朝
国
師
」
を
冠
し
て
い
る
。

の
標
題

第
三
句
の
「
鷲
峯
」
は
釈
迦
が
「
法
華
経
』
を
説
い
た
霊
鷲
山
の
こ
と
。
「
覚
」
と
は
釈
尊
の
こ
と
で
あ
る
。
『
智
者
大
師
別
伝
』の
智
頭

が
慧
思
を
訪
ね
る
件
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。



む
か
し

初
獲
頂
拝
。
思
目
、
昔
日
霊
山
同
聴
法
華
。
宿
縁
所
追
、
今
復
来
実
。
(
初
め
て
頂
奔
を
獲
た
り
。
思
日
は
く
、
「
昔
日
、
霊
山
に
同
じ

く
法
華
を
聴
く
。
宿
縁
の
追
ふ
所
、
今
復
た
来
る
」
と
。
)

智
韻
が
初
め
て
慧
思
に
会
っ
て
礼
拝
し
た
際
、
慧
思
は
「
昔
、
霊
鷲
山
に
お
い
て
あ
な
た
と
と
も
に
釈
尊
が
「
法
華
経
』
を
説
か
れ
る
の

を
聴
き
ま
し
た
。
前
世
の
因
縁
が
及
ん
で
、
今
ま
た
お
会
い
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
。
当
該
句
は
こ
の
所
謂
「
霊
山
同
聴
」
の
故
事
に
拠
る
。

第
四
句
の
「
衡
岳
」
は
南
岳
に
同
じ
。
「
思
」
は
慧
思
で
あ
る
。
慧
思
は
智
顕
の
師
で
天
台
宗
第
二
祖
と
さ
れ
る
。
十
五
歳
で
出
家
し
、
北

斉
の
慧
文
に
就
い
て
法
華
三
昧
を
会
得
し
た
。
四
十
一
歳
の
時
、
光
州
大
蘇
山
に
入
り
、
五
十
三
歳
で
弟
子
四
十
余
人
と
南
岳
に
入
っ
た
。

坐
禅
講
説
に
努
め
て
十
年
、
陳
の
宣
帝
よ
り
大
禅
師
号
を
賜
っ
た
。
知
日
顎
/
は
慧
思
に
大
蘇
山
で
会
っ
た
が
、
在
列
は
こ
れ
を
南
岳
と
す
る
。

第
五
句
の
「
花
三
昧
」
と
は
法
華
三
昧

T

『
法
華
経
』
を
通
し
た
真
理
の
悟
入
。
]
の
こ
と
。
第
六
句
の
「
旋
捻
持
」
と
は
旋
陀
羅
尼
[
H
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執
着
の
相
を
旋
転
し
て
空
理
に
達
す
る
智
力
。
]
を
い
う
。
『
智
者
大
師
別
伝
』
で
は
智
顎
は
慧
思
に
師
事
し
、
倍
り
を
開
く
。
ま
た
慧
思
は

智
顎
を
さ
ら
に
深
い
悟
り
へ
と
誘
い
、
智
顎
は
こ
れ
を
四
日
で
成
し
遂
げ
る
。
そ
し
て
慧
思
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

思
師
歎
日
、
非
爾
弗
証
。
非
我
莫
識
。
所
入
定
者
法
華
三
昧
前
方
便
也
。
所
発
持
者
初
旋
陀
羅
尼
也
。
(
思
師
歎
じ
て
日
は
く
、
爾
に
非

ず
ん
ば
証
せ
ず
。
我
に
非
ず
ん
ば
識
る
こ
と
莫
か
ら
む
。
入
る
所
の
定
は
法
華
三
昧
の
前
方
便
な
り
。
発
す
る
所
の
持
は
初
旋
陀
羅
尼

な
り
。
)

慧
思
禅
師
は
感
歎
し
て
い
っ
た
、
「
あ
な
た
で
な
け
れ
ば
悟
れ
な
い
し
、
私
で
な
け
れ
ば
そ
れ
を
識
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
入
っ
た
所
の
意

識
の
集
中
し
た
状
態
は
法
華
三
昧
に
至
る
事
前
の
便
宜
的
手
段
で
あ
る
。
開
い
た
所
の
能
力
は
倍
り
の
初
め
の
段
階
で
あ
る
旋
陀
羅
尼
で
あ

る
」
と
。
『
智
者
大
師
画
讃
』
は
、
こ
の
「
大
蘇
開
悟
」
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
表
現
し
た
。

得
宿
命
通
弁
無
擬
、
旋
陀
羅
尼
華
三
味
。
(
宿
命
・
通
弁
・
無
擬
、
旋
陀
羅
尼
・
華
三
味
を
得
た
り
。
)

(300) 



こ
の
両
二
匂
の
挿
入
は
、
対
象
と
な
る
僧
が
天
台
宗
で
最
も
重
要
な
僧
で
あ
る
宗
祖
智
顕
で
あ
る
こ
と
と
、
画
讃
が
題
さ
れ
た
場
が
法
華

(299) 

第
五
・
六
句
は
ま
さ
に
こ
の
後
句
に
拠
る
。
な
お
「
陀
羅
尼
」
を
、
そ
の
漢
訳
で
あ
る
「
捻
持
」
に
改
め
る
の
は
押
韻
の
た
め
で
あ
る
。

三
味
堂
で
あ
る
こ
と
と
に
無
関
係
で
は
な
い
。
在
列
は
主
題
と
場
と
を
念
頭
に
し
て
、
音
山
図
的
に
法
華
三
昧
に
よ
っ
て
悟
り
に
到
る
智
顛
の

行
状
を
表
し
た
の
で
あ
る
。

第
八
勾
の
「
昨
容
」
は
温
潤
な
容
貌
。
「
烈
々
」
は
和
楽
の
さ
ま
を
い
う
。
次
は
「
智
者
大
師
画
讃
』
の
智
韻
寂
滅
の
後
日
談
で
あ
る
。

十
日
容
顔
殊
不
別
、
遍
身
流
汗
彰
異
節
。
欲
帰
仏
臨
西
南
峯
、
泥
淳
載
塗
那
可
従
。
門
人
涯
懇
祝
昨
容
、
応
手
雲
開
山
翠
濃
。
(
十
日

あ
き
み
ち
し
げ
な
ん

容
顔
殊
に
別
な
ら
ず
、
遍
身
汗
を
流
し
異
節
を
彰
ら
か
に
す
。
仏
院
の
西
南
峯
に
帰
ら
む
と
す
る
も
、
泥
淳
塗
に
載
く
那
ぞ
従
ふ
べ
け

れ
き
こ
ん
い
の
こ
ま

む
。
門
人
涯
懇
し
陣
容
に
祝
り
、
手
に
応
じ
て
雲
聞
き
山
翠
濃
や
か
な
り
。
)

智
顛
の
遺
骸
は
十
日
を
経
て
も
生
前
と
変
わ
ら
ず
、
全
身
か
ら
汗
を
流
し
た
。
そ
の
尊
体
を
仏
臨
の
西
南
峰
に
移
そ
う
と
し
た
が
、
連
日
の
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雨
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
門
人
は
懇
望
し
て
穏
や
か
で
潤
い
を
保
つ
そ
の
智
韻
の
御
身
に
祈
り
を
捧
げ
る
と
、
そ
の
手
が
動
い
て
、
こ

れ
に
応
じ
て
空
が
晴
れ
渡
っ
た
と
い
う
。
同
様
の
故
事
が
『
智
者
大
師
別
伝
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、
在
列
の
用
字
で
あ
る
「
陣
容
」
は
「
智

者
大
師
画
讃
』
に
し
か
見
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
『
天
台
智
者
大
師
讃
』
は
、
概
ね
顔
真
卿
の
『
智
者
大
師
画
讃
』
を
典
拠
と
し
、
第
三
句
な
ど
一
部
で
は
濯
頂
の
『
智
者
大

師
別
伝
』
に
も
拠
る
。
影
響
関
係
を
ま
と
め
れ
ば
、
濯
頂
に
よ
る
最
初
の
智
頭
伝
『
智
者
大
師
別
伝
』
の
下
に
、
顔
真
卿
の
僧
讃
『
智
者
大

師
画
讃
』
が
も
の
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、
在
列
の
僧
讃
『
天
台
智
者
大
師
讃
」
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
つ
ま
り
、
僧
讃
が
先
行
す
る
僧
伝
文
学
の
影
響
下
に
生
ま
れ
、
そ
の
僧
讃
自
体
が
僧
伝
文
学
の
一
と
な
っ
て
、
新
た
な
僧
伝
文
学

を
形
成
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



次
に
、
日
本
仏
教
の
祖
、
聖
徳
太
子
(
五
七
四
l

六
二
二
)
を
讃
え
る
「
聖
徳
太
子
讃
」
を
見
た
い
。

聖
徳
太
子
は
在
俗
の
信
徒
で
あ
り
僧
で
は
な
い
。
し
か
し
太
子
は
「
十
七
条
憲
法
」
第
二
条
に
「
篤
く
三
宝
を
敬
へ
。
三
宝
と
は
仏
法
僧

『
勝
髪
経
』
『
維
摩
経
』

な
り
」
と
記
し
て
政
治
の
基
に
仏
教
理
念
を
導
入
し
、
法
隆
寺
、
四
天
王
寺
を
建
立
す
る
な
ど
仏
教
興
隆
に
尽
力
し
た
。
ま
た
『
法
華
経
』

の
詳
密
な
注
釈
書
で
あ
る
所
謂
『
三
経
義
疏
』
を
著
し
、
経
典
の
講
説
に
も
意
を
注
い
で
推
古
天
皇
に
仏
法
の
理
を

説
い
た
。
故
に
太
子
信
仰
は
そ
の
亮
去
直
後
か
ら
起
こ
り
、
日
本
仏
教
の
礎
を
築
い
た
聖
人
と
し
て
そ
の
努
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

在
列
の
「
聖
徳
太
子
讃
」
を
掲
げ
よ
う
。

南
岳
後
身

為
吾
儲
君

海
香
泥
瀧

青天
龍花
駁績
漢7 紛

便黒
知駒
菩蹄
薩8 雲

身
馨
至
芥

吾南
が岳
儲の
君後
為た身
りに

し
て
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黒青天ヱ海
駒龍花げ香

雲漢Z 績乏
をに紛 j艶
踊ふ駁f たた
むしりり

身便
のち
馨知
りる
至菩
つ薩
てな
芥すり
ばと
し

(298) 

[
H南
岳
慧
思
禅
師
の
生
ま
れ
変
わ
り
に
し
て
、
我
が
国
の
皇
太
子
で
あ
っ
た
。
沈
水
香
は
水
面
に
浮
か
ん
で
光
り
、
天
上
界
の
蓮
華



は
乱
れ
散
っ
た
。
青
龍
の
車
駕
を
使
っ
て
空
を
馳
せ
、
黒
馬
に
騎
っ
て
雲
を
履
ん
だ
。
す
ぐ
に
菩
薩
で
あ
る
と
知
れ
た
、
御
身
体
の
(297) 

香
り
は
こ
の
上
な
く
芳
し
い
。
]

第
一
句
の
「
南
岳
」
と
は
、
天
台
宗
第
二
祖
の
南
岳
慧
思
禅
師
の
こ
と
。
太
子
の
慧
思
後
身
説
は
古
く
奈
良
時
代
よ
り
見
え
、
用
例
は
枚

挙
に
遣
が
な
い
。
例
え
ば
『
経
国
集
』
巻
十
の
淡
海
三
船
「
麗
一
一
従
聖
徳
宮
寺
一
」
に
は
「
南
岳
留
二
禅
影
一
、
東
州
現
二
応
身

L
と
見
え
る
。

第
二
句
の
「
儲
君
」
と
は
皇
太
子
の
こ
と
で
あ
る
。

第
三
勾
の
「
海
香
」
と
は
、
南
天
竺
国
の
南
海
の
岸
に
生
ず
る
香
木
の
こ
と
で
、
『
法
華
経
』
薬
王
菩
薩
本
事
品
の
「
雨
一
一
海
此
岸
栴
檀
之

香
L
に
拠
る
。
当
該
句
は
「
聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
拠
る
も
の
で
、
推
古
天
皇
三
年
(
五
九
五
)
三
・
四
月
条
の
沈
水
香
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。

(
〈
〉
内
は
小
字
双
行
注
。
)

土
佐
南
海
、
夜
有
大
光
。
亦
有
声
如
雷
。
経
三
十
箇
日
突
。
夏
四
月
、
着
淡
路
南
岸
。
〈
島
人
不
知
沈
水
、
以
交
薪
焼
於
竃
。
〉
太
子
遣
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使
令
献
。
(
中
略
)
其
香
異
薫
。
太
子
観
而
大
悦
奏
日
、
日
疋
為
沈
水
香
者
也
。
此
木
名
栴
檀
香
木
。
生
南
天
竺
国
南
海
之
岸
。
(
中
略
)

陛
下
興
隆
釈
教
、
肇
造
仏
像
。
故
釈
党
感
徳
、
送
此
木
。
即
有
勅
命
百
済
工
、
刻
造
檀
像
、
作
観
音
菩
薩
。
高
数
尺
。
〈
安
吉
野
比
蘇

お
ほ
い

寺
。
時
々
放
光
。
〉
(
土
佐
の
南
海
に
、
夜
大
な
る
光
有
り
。
亦
た
声
有
り
て
雷
の
如
し
。
三
十
箇
日
を
経
。
夏
四
月
、
淡
路
の
南
の
岸

っ
か
ひ

に
着
く
。
〈
島
人
沈
水
と
知
ら
ず
し
て
、
以
て
薪
に
交
へ
て
竃
に
焼
く
。
〉
太
子
使
を
遣
は
し
て
献
ら
し
む
。
(
中
略
)
其
の
香
異
に
薫

れ
り
。
太
子
観
て
大
い
に
悦
び
て
奏
し
て
日
は
く
、
「
是
れ
沈
水
香
な
る
者
と
為
す
な
り
。
此
の
木
栴
檀
と
名
ミ
つ
く
る
香
木
な
り
。
南

お
は
じ
め

天
竺
国
の
南
海
の
岸
に
生
ひ
た
り
。
(
中
略
)
陛
下
釈
教
を
興
隆
し
て
、
肇
て
仏
像
を
造
る
。
故
に
釈
党
徳
に
感
じ
て
、
此
の
木
を
送

る
」
と
。
即
ち
勅
有
り
て
百
済
の
工
に
命
じ
て
、
檀
像
を
刻
み
造
り
て
、
観
音
菩
薩
を
作
ら
し
む
。
高
さ
数
尺
な
り
。
〈
吉
野
の
比
蘇
寺

に
安
ず
。
時
々
光
を
放
つ
。
〉
)



帝
釈
天
と
党
天
が
送
っ
た
沈
水
香
を
太
子
が
推
古
天
皇
に
献
上
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
観
音
像
を
造
っ
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。

『
聖
徳
太
子
伝
暦
」
二
巻
(
以
下
、
『
伝
略
』
)
は
、
成
立
年
・
撰
者
と
も
に
未
詳
で
あ
り
、
先
行
す
る
太
子
伝
や
太
子
伝
承
を
平
安
時
代
に

集
成
し
、
後
世
の
太
子
観
を
形
成
し
た
書
物
で
あ
る
。
在
列
の
「
聖
徳
太
子
讃
」
は
、
こ
の
「
伝
暦
』
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

第
四
句
の
「
天
花
」
と
は
天
上
界
に
咲
く
霊
妙
な
花
の
こ
と
。
『
法
華
経
』
警
聡
品
の
「
雨
一
一
衆
天
華
一
」
に
拠
る
。
法
会
で
は
こ
れ
に
代

え
て
蓮
華
の
造
花
を
撒
く
。
当
該
句
も
『
伝
暦
』
に
拠
る
も
の
で
、
推
古
天
皇
十
四
年
七
月
条
の
、
太
子
が
天
皇
に
『
勝
髪
経
』
を
講
じ
終

え
た
夜
の
瑞
祥
談
を
踏
ま
え
る
。

講
寛
之
夜
、
蓮
花
零
。
花
長
二
三
尺
、
而
溢
方
三
四
丈
之
地
。
明
旦
奏
之
、
天
皇
太
奇
、
車
駕
而
覧
之
。
即
於
其
地
、
誓
立
寺
堂
。
〈
是

ふ
あ
く
る
あ
し
た

今
橘
寺
也
。
〉
(
講
寛
は
ん
ぬ
る
夜
、
蓮
花
零
る
。
花
の
長
さ
二
三
尺
に
し
て
、
方
三
四
丈
の
地
に
溢
て
り
。
明
旦
に
之
を
奏
す
。
天

み
そ
な
は

皇
太
だ
奇
と
し
、
車
駕
し
て
之
を
覧
す
。
即
ち
其
の
地
に
し
て
、
誓
ひ
て
寺
堂
を
立
つ
。
〈
是
れ
今
の
橘
寺
な
り
。
〉
)
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講
説
を
終
え
た
夜
、
大
き
な
蓮
花
が
降
り
落
ち
て
地
に
溢
れ
た
。
明
朝
こ
れ
を
奏
上
す
る
と
天
皇
は
出
御
し
て
御
覧
に
な
り
、
後
の
橘
寺

と
な
る
寺
堂
を
建
立
し
た
と
い
う
。
橘
寺
縁
起
に
太
子
の
仏
性
に
絡
め
た
故
事
で
あ
る
。

第
五
句
も
『
伝
暦
』
に
拠
り
、
推
古
天
皇
十
七
年
条
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
同
十
五
年
に
太
子
が
「
前
世
に
漢
土
で
修
行
時
に
所
持
し
て

っ
か
ひ

い
た
経
典
が
今
も
衡
山
に
あ
る
の
で
、
使
を
遣
わ
し
て
持
ち
帰
ら
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
経
の
誤
謬
を
訂
し
た
い
」
と
上
奏
し
、
小
野
妹
子
が

派
遣
さ
れ
る
が
、
誤
っ
て
他
の
経
典
を
持
ち
帰
っ
た
。
翌
年
妹
子
が
再
び
赴
く
と
、
衡
山
の
般
若
寺
の
老
僧
が
次
の
よ
う
に
告
げ
た
。

語
臣
日
、
初
年
、
沙
弥
誤
取
他
僧
所
持
之
経
、
授
妹
子
寛
。
而
去
年
秋
時
、
子
園
太
子
、
元
念
禅
法
師
。
駕
青
龍
車
、
従
五
百
人
、
到

東
方
履
空
而
来
。
探
旧
房
裏
、
取
一
巻
経
、
凌
虚
而
去
。
(
以
下
略
)
(
臣
に
語
り
て
日
は
く
、
「
初
年
、
沙
弥
誤
り
て
他
僧
所
持
の
経
を

な
む
ぢ

取
り
て
、
妹
子
に
授
け
寛
は
ん
ぬ
。
而
る
に
去
ん
ぬ
る
年
の
秋
の
時
に
、
子
が
国
の
太
子
、
元
は
是
れ
念
禅
法
師
、
青
龍
の
車
に
駕
し
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て
、
五
百
人
を
従
へ
て
、
東
方
よ
り
到
り
て
空
を
履
ん
で
来
る
。
旧
房
の
裏
を
探
り
て
、

手
F
り

一
巻
の
経
を
取
り
、
虚
を
凌
い
で
去
る
。
(
中
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略
)
」
と
。
)

太
子
が
青
龍
の
車
駕
に
乗
っ
て
空
を
馳
せ
て
来
て
、
経
を
取
っ
て
、
虚
空
を
超
え
て
帰
っ
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
れ
は
後

に
太
子
が
夢
殿
で
七
日
七
夜
の
三
味
定
に
あ
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
明
か
さ
れ
る
。

第
六
匂
も
『
伝
暦
』
に
拠
る
。
次
の
推
古
天
皇
六
年
(
五
九
八
)
四
・
九
月
条
の
黒
駒
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。

太
子
命
左
右
求
善
馬
。
府
諸
国
令
貢
。
甲
斐
国
貢
一
烏
駒
四
脚
白
者
。
数
百
疋
中
、
太
子
指
此
馬
目
、
是
神
馬
也
。
(
中
略
)
秋
九
月
、

試
駁
此
馬
、
浮
雲
東
去
。
(
中
略
)
直
入
雲
中
。
衆
人
相
驚
。
三
日
之
後
、
廻
轡
帰
来
、
謂
左
右
目
、
五
口
騎
此
馬
、
踊
雲
凌
霧
。
直
至
附

お
ほ
た
て
ま
つ

神
岳
上
。
転
至
信
濃
。
飛
如
雷
震
。
経
三
越
寛
。
今
得
帰
来
。
(
太
子
左
右
に
命
じ
て
善
き
馬
を
求
め
し
む
。
諸
国
に
府
せ
て
貢
ら

く
ろ
た
ま
し
ひ

し
む
。
甲
斐
国
一
の
烏
き
駒
の
四
の
脚
の
白
き
者
を
貢
る
。
数
百
疋
の
中
に
、
太
子
此
の
馬
を
指
し
て
日
は
く
、
「
是
れ
神
あ
る
馬

一 12-

な
り
」
と
。
(
中
略
)
秋
九
月
、
試
み
に
此
の
馬
に
駁
し
て
、
浮
雲
の
ご
と
く
し
て
東
に
去
る
。
(
中
略
)
直
に
雲
の
中
に
入
り
ぬ
。
衆

人
相
驚
く
。
一
一
一
日
の
後
に
、
轡
を
廻
し
て
帰
り
来
り
て
、
左
右
に
謂
ひ
て
日
は
く
、
「
五
口
れ
此
の
馬
に
騎
り
て
、
雲
を
除
み
霧
を
凌
ぐ
。

ふ
じ
を

直
に
附
神
の
岳
の
上
に
至
る
。
転
り
て
信
濃
に
至
る
。
飛
ぶ
こ
と
雷
震
の
如
し
。
三
越
を
経
て
寛
は
り
て
、
今
帰
り
来
る
こ
と
を
得
た

り
」
と
。
)

太
子
が
甲
斐
国
よ
り
献
ぜ
ら
れ
た
黒
駒
を
選
び
、
秋
が
来
て
こ
れ
に
騎
乗
す
る
と
、
雲
霧
を
超
え
て
富
士
山
頂
に
到
り
、
転
じ
て
信
濃
・

北
陸
三
国
を
経
て
、
三
日
後
に
帰
っ
て
来
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。

第
七
句
の
聖
徳
太
子
が
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
奇
語
は
、
『
伝
暦
』
の
諸
処
に
描
か
れ
る
。
例
え
ば
、
欽
明
天
皇
三
十
二
年
正
月
条
の

穴
穂
部
間
人
王
の
太
子
入
胎
の
件
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。



妃
夢
、
有
金
色
僧
容
儀
太
艶
。
対
己
市
立
、
謂
之
日
、
五
口
有
救
世
之
願
。
々
暫
宿
后
腹
。
妃
問
、
為
誰
。
僧
日
、
五
口
救
世
菩
薩
。
家
在

西
方
。
妃
目
、
妾
腹
垢
械
。
何
宿
貴
人
。
僧
日
、
五
口
不
厭
垢
械
。
唯
望
、
砂
感
人
間
。
妃
答
、
不
敢
辞
譲
。
左
之
右
之
随
命
。
僧
懐
歓

色
躍
入
口
中
。
(
中
略
)
自
此
以
後
、
始
知
有
娠
。
(
妃
夢
み
ら
く
、
金
色
の
僧
の
容
儀
太
だ
艶
し
き
有
り
。
己
に
対
ひ
て
立
ち
て
、
之

に
謂
ひ
て
日
は
く
、
「
吾
に
救
世
の
願
ひ
有
り
。
願
は
く
は
暫
く
后
が
腹
に
宿
ら
む
」
と
。
妃
問
ふ
、
「
誰
と
か
為
す
」
と
。
僧
日
は
く
、

「
吾
は
救
世
の
菩
薩
な
り
。
家
西
方
に
在
り
」
と
。
妃
日
く
、
「
妾
が
腹
は
垢
械
な
り
。
何
ぞ
貴
人
を
宿
さ
む
」
と
。
僧
日
は
く
、
「
吾
垢

し
ば
ら
と
も
か
く

械
を
厭
は
ず
。
唯
だ
望
む
ら
く
は
、
砂
く
人
間
に
感
ぜ
む
こ
と
を
」
と
。
妃
答
ふ
「
敢
へ
て
辞
譲
せ
ず
。
左
之
右
之
も
命
に
随
は
む
」

と
。
僧
歓
び
の
色
を
懐
き
て
躍
り
て
口
中
に
入
り
ぬ
。
(
中
略
)
此
よ
り
以
後
、
始
め
て
娠
め
る
こ
と
有
り
と
知
り
ぬ
。
)

太
子
は
、
金
色
の
僧
の
相
貌
を
し
た
救
世
菩
薩
が
、
妃
の
腹
に
宿
っ
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
敏
達
十
二
年
(
五
七
八
)
、
百
済
の
賢
人
で
あ
る
日
羅
が
来
朝
し
た
際
、
太
子
は
会
見
の
勅
許
が
下
り
な
か
っ
た
の
で
、
密
か
に
粗
末

な
衣
服
に
身
を
や
っ
し
、
面
を
汚
し
て
縄
を
帯
に
し
、
馬
飼
の
童
と
肩
を
列
ね
て
日
羅
の
寄
宿
館
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
さ
す
が
に
日
羅
は

太
子
が
高
貴
な
人
物
で
あ
る
と
一
目
で
見
抜
く
。
そ
こ
で
太
子
は
す
ぐ
に
帰
宅
し
、
衣
を
正
し
て
再
訪
す
る
。

太
子
隠
坐
、
易
衣
而
出
。
日
羅
迎
再
拝
両
段
。
(
中
略
)
太
子
辞
譲
、
直
入
日
羅
之
房
。
脆
地
而
合
掌
白
日
、
敬
礼
救
世
観
音
大
菩
薩
、

日
羅
大
放
身
光
如
火
織
炎
。
太
子
亦
眉
開
放
光
知
日
輝
之
校
。
須
央
即
止
。
(
太
子
隠
れ
坐
し
て
、

ふ
た
し
き
り

衣
を
易
へ
て
出
づ
。
日
羅
迎
へ
て
再
拝
す
る
こ
と
両
段
。
(
中
略
)
太
子
辞
譲
し
て
、
直
に
日
羅
が
房
に
入
る
。
地
に
脆
い
て
掌
を
合

せ
て
白
し
て
日
は
く
、
「
敬
礼
救
世
観
音
大
菩
薩
、
伝
灯
東
方
粟
散
王
」
と
云
云
。
(
中
略
)
日
羅
大
い
に
身
よ
り
光
を
放
つ
こ
と
火
の

伝
灯
東
方
粟
散
王
云
云
。
(
中
略
)

織
な
る
炎
の
如
し
。
太
子
も
亦
た
眉
間
よ
り
光
を
放
つ
こ
と
日
障
の
枝
の
如
し
。
須
央
あ
っ
て
即
ち
止
み
ぬ
。
)
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再
訪
し
た
太
子
に
日
羅
は
脆
い
て
合
掌
し
、
「
救
世
観
音
大
菩
薩
で
あ
り
、
仏
法
を
伝
え
る
東
方
の
小
国
の
王
に
敬
礼
し
ま
す
」
と
い
っ
て



第
八
句
は
、
太
子
の
身
体
が
芳
香
を
放
つ
と
い
う
太
子
の
仏
性
を
表
す
奇
語
の
類
で
、
こ
れ
も
ま
た
『
伝
暦
』
の
諸
処
に
見
え
る
。
太
子

(293) 

身
よ
り
光
を
放
っ
と
、
太
子
も
眉
聞
か
ら
光
を
放
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
伝
略
』
に
太
子
の
救
世
観
音
化
身
説
が
見
え
る
。

生
滅
の
記
述
に
限
っ
て
先
ず
そ
の
誕
生
に
目
を
向
け
れ
ば
、
敏
達
元
年
(
五
七
二
)
正
月
一
日
条
に
、
穴
穂
部
間
人
王
が
厩
の
下
で
太
子
を

産
み
、
こ
れ
を
休
浴
さ
せ
て
再
び
渡
さ
れ
る
と
、
太
子
の
御
身
は
芳
し
い
香
り
を
発
す
る
の
で
あ
っ
た
。

'
B
i
l
l
i
-
-
-

ー
ふ
と
こ
ろ

妃
披
懐
受
、
身
体
太
香
。
(
妃
懐
を
披
い
て
受
く
る
に
、
身
体
太
だ
香
ば
し
。
)

ま
た
推
古
二
十
九
年
(
六
二
一
)
二
月
に
、
太
子
は
妃
と
と
も
に
休
浴
し
、
新
潔
の
衣
袴
を
服
し
て
床
に
臥
し
、
そ
の
ま
ま
妃
と
と
も
に
遷

化
す
る
。
遺
体
を
棺
に
収
め
る
時
、
太
子
は
尚
も
芳
香
を
放
つ
の
で
あ
る
。

B
i
l
l
i
-
-
-

ひ
っ
き
を
さ
か
た
ち

大
臣
携
棺
、
将
数
太
子
井
妃
、
其
容
如
生
。
其
身
太
香
。
(
大
臣
棺
に
携
り
て
、
将
に
太
子
井
ぴ
に
妃
を
絞
め
む
と
す
。
其
の
容
生
く

る
が
如
し
。
其
の
身
太
だ
香
ば
し
。
)
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他
に
も
敏
達
四
年
(
五
七
五
)
正
月
、
太
子
が
諸
王
子
と
の
誇
い
の
責
め
を
負
っ
て
自
ら
答
を
受
け
よ
う
す
る
と
、
自
主
子
と
妃
は
そ
の
態

度
に
感
心
し
、
太
子
を
抱
く
。
す
る
と
そ
の
身
は
芳
し
く
、
ま
す
ま
す
寵
愛
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

妃
披
懐
市
抱
。
其
身
太
香
。
香
気
非
常
。
乃
最
加
寵
愛
。
〈
或
説
云
、
一
抱
太
子
、
数
月
懐
香
。
故
後
宮
争
欲
奉
抱
。
及
妃
亦
加
抱
。
〉

太
だ
香
ば
し
。
香
気
常
に
非
ず
。
乃
ち
最
も
寵
愛
を
加
ふ
。
〈
或
説
に
云
ふ
、
「
一
た
び
太
子
を
抱
く

ま
す

に
、
数
月
懐
香
ば
し
。
故
に
後
宮
争
っ
て
抱
き
奉
ら
む
と
す
。
及
び
妃
も
亦
た
加
ま
す
抱
く
」
と
。
〉
)

(
妃
懐
を
披
き
て
抱
く
。
其
の
身

こ
の
注
と
同
様
の
記
述
が
『
伝
略
』
よ
り
古
体
の
『
聖
徳
太
子
伝
補
閥
記
』
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
こ
に
も
「
一
説
云
」
と
文
が
起
こ
さ

れ
て
お
り
、
太
子
の
芳
香
に
関
す
る
伝
説
は
さ
ら
に
遡
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
在
列
の
「
聖
徳
太
子
讃
」
は
全
句
が
『
伝
暦
』
に
拠
る
。
し
か
し
『
伝
暦
』
は
先
行
す
る
太
子
伝
や
太
子
伝
承
を
集
成
し



た
書
で
あ
る
か
ら
、
安
易
に
典
拠
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
何
れ
に
し
ろ
何
某
か
の
太
子
伝
を
踏
ま
え
た
こ
と
に
疑
い
な
く
、

こ
の
讃
は
僧
讃
と
僧
伝
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

な
お
附
言
す
れ
ば
、
後
代
の
『
三
宝
絵
』
や
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
、
『
法
華
験
記
』
、
「
今
昔
物
語
集
』
等
の
祖
師
伝
や
聖
者
伝
の
類
が
、

太
子
を
日
本
仏
教
の
創
始
者
と
し
て
位
置
づ
け
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
仏
法
者
の
列
に
名
を
加
え
る
が
、
こ
れ
は
在
列
の
讃
以
前
に
は
見
え

な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
太
子
信
仰
史
の
側
面
か
ら
も
こ
の
讃
は
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四

最
後
に
、
日
本
天
台
宗
の
開
祖
、
最
澄
(
七
六
七
ー
八
二
二
)
を
讃
え
る
「
伝
教
大
師
讃
」
を
見
た
い
。
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最
澄
は
、
神
護
景
雲
元
年
に
近
江
田
滋
賀
郡
で
漢
人
系
渡
来
氏
族
の
三
津
氏
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
広
野
。
十
二
歳
の
時
、
近

江
国
分
寺
に
入
り
行
表
に
師
事
し
、
十
四
歳
で
得
度
し
て
名
を
最
澄
と
改
め
た
。
延
暦
四
年
(
七
八
五
)
十
九
歳
の
時
、
東
大
寺
で
具
足
戒

を
受
け
る
も
、
世
俗
を
嫌
っ
て
比
叡
山
に
登
り
、
教
論
の
研
究
に
従
事
し
た
。
後
に
そ
こ
に
日
枝
山
寺
を
創
建
し
、

一
条
止
観
院

T
後
の

根
本
中
道
。
]
を
建
立
し
た
。
同
二
十
三
年
、
入
唐
求
法
の
還
学
生
に
選
ば
れ
て
渡
唐
し
、
天
台
の
付
法
と
な
り
禅
密
戒
も
嗣
法
し
て
翌
年
に

帰
国
し
た
。
同
二
十
五
年
、
天
台
業
二
人
が
年
分
度
者
に
選
ば
れ
て
、
こ
こ
に
日
本
天
台
宗
を
開
く
。
弘
仁
九
年
(
八
一
八
)
、
『
山
家
学
生

式
』
を
定
め
て
大
乗
戒
壇
院
の
設
立
を
上
表
す
る
が
、
南
都
の
僧
綱
の
反
対
に
遭
っ
て
生
前
に
は
許
さ
れ
ず
、
同
十
三
年
六
月
、
五
十
六
歳

で
遷
化
し
た
。
「
伝
教
大
師
」
は
貞
観
八
年
(
八
六
六
)
に
清
和
天
皇
に
よ
り
下
賜
さ
れ
た
本
邦
初
の
大
師
号
で
あ
る
。

在
列
の
「
伝
教
大
師
讃
」
を
掲
げ
よ
う

こ
の
か
た

智
者
減
せ
し
よ
り
来

智
者
減
来

(292) 



歳
二
百
週

身
生
日
域

心
在
天
台

欲
発
法
鍵

遥
乗
海
杯

伝
教
之
誼

長
与
山
借

身歳t
H じ一一

誕百
に辿

生
ま
れ

(291) 

法心
鍵天

桑2F
か在

E り
し
て

長E 伝遥
主教か
へのに
にョ〈?海
山 日且2 杯

とに
借i 乗
にる
せ
む

[
日
智
者
大
師
智
顎
が
示
滅
し
て
か
ら
、
歳
周
は
二
百
回
を
め
ぐ
っ
た
。
そ
の
身
は
日
の
出
る
国
に
生
ま
れ
、
そ
の
心
は
天
台
山
に

あ
っ
た
。
法
蔵
の
秘
鍵
を
開
悟
し
た
い
と
願
っ
て
、
進
か
遠
く
海
を
渡
る
遣
唐
船
に
乗
っ
た
。
伝
教
の
詮
号
は
、
永
遠
に
比
叡
山
と
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と
も
に
伝
わ
る
だ
ろ
う
。
]

の
故
事
に
拠
る
。
最
澄
は
渡
唐
し
て
念
願
の
天
台
山
に
詣
で
、
修
善
寺
の
道
遼
や
仏
臨
寺
の
行
満
に

就
い
て
天
台
の
法
門
を
授
か
る
が
、
次
は
そ
の
行
満
が
最
澄
に
自
ら
の
知
識
を
伝
授
す
る
事
由
を
説
く
場
面
で
あ
る
。

こ
の
第
一
・
二
句
が
『
叡
山
大
師
伝
』

又
同
時
有
付
法
仏
臨
寺
僧
行
満
座
主
。
見
求
法
探
心
、
自
相
語
言
、
昔
問
、
智
者
大
師
告
諸
弟
子
等
、
五
口
滅
後
二
百
余
歳
、
始
於
東
園
、

興
隆
我
法
。
聖
語
不
朽
、
今
遇
此
人
失
。
我
所
披
閲
法
門
、
授
与
日
本
闇
梨
。
(
又
時
を
同
じ
う
し
て
付
法
仏
臨
寺
の
僧
行
満
座
主
有

り
。
求
法
探
心
な
る
を
見
て
、
自
ら
相
語
り
て
言
ふ
、
「
昔
聞
く
、
智
者
大
師
諸
弟
子
等
に
告
ぐ
、
「
五
口
が
滅
後
二
百
余
歳
あ
り
て
、
始

め
て
東
国
に
し
て
、
我
が
法
を
興
隆
せ
む
」
と
。
聖
の
語
朽
ち
ず
し
て
、
今
此
の
人
に
遇
ふ
。
我
が
披
閲
す
る
所
の
法
門
は
、
日
本
の

闇
梨
に
授
け
与
へ
む
」
と
。
)



天
台
智
者
大
師
智
顔
が
、
嘗
て
弟
子
達
に
「
私
の
入
滅
後
二
百
余
年
を
経
て
、
始
め
て
東
国
に
お
い
て
、
我
が
天
台
の
教
学
を
興
隆
す
る
だ

ろ
う
」
と
語
り
、
そ
れ
を
伝
え
聞
い
て
い
た
行
満
が
最
澄
を
見
て
そ
れ
と
確
信
す
る
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
知
日
顔
の
示
寂
は
陪
の
開
皇
十
七

年
(
五
九
七
)
で
あ
り
、
最
澄
が
行
満
を
訪
ね
た
の
が
唐
の
貞
元
二
十
年
(
八
O
四
)
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
問
、
二
百
八
年
と
な
る
。
在
列

は
こ
の
故
事
を
用
い
る
こ
と
で
、
天
台
智
者
に
繋
が
る
最
澄
の
正
統
性
を
表
し
た
の
で
あ
る
。

『
叡
山
大
師
伝
』
一
巻
は
、
最
澄
の
現
存
最
古
の
伝
記
で
あ
る
。
『
伝
教
大
師
伝
』
と
も
称
さ
れ
る
。
撰
者
に
関
し
て
は
、
平
安
時
代
中
期

の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
現
存
最
古
の
石
山
寺
古
写
本
に
、
「
釈
一
乗
忠
撰
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
乗
忠
な
る
人
物
に
帰
せ
ら
れ
る
が
、
詳
し

い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
成
立
は
、
最
澄
の
滅
後
三
年
で
あ
る
天
長
二
年
(
八
二
五
)
以
降
と
推
定
さ
れ
る
。

第
三
句
の
表
現
は
『
叡
山
大
師
伝
」
に
見
な
い
。
し
か
し
仮
に
前
の
行
満
の
話
に
見
え
る
「
興
二
隆
我
法
一
」
の
主
語
を
智
頭
本
人
と
解
し
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て
、
こ
れ
を
最
澄
の
智
頭
後
身
説
の
よ
う
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
類
話
で
あ
る
太
子
の
慧
思
後
身
説
の
内
、
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
下
二

所
引
の
思
託
撰
『
大
唐
伝
戒
師
僧
名
記
大
和
上
鑑
真
伝
』
侠
文
に
「
慧
思
禅
師
者
、
乃
降
生
一
一
日
本
一
、
為
一
一
聖
徳
太
子
一
也
」
と
見
え
る
。

か
く
ば
ん

第
五
句
の
「
法
鍵
」
の
用
例
は
、
管
見
で
は
覚
鍵
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
略
註
』
に
「
可
レ
調
印
下
関
子
日
福
万
徳
密
蔵
之
法
鍵
一
、
授
中
五
智
三

身
秘
宝
之
教
鎗
上
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
仏
法
の
要
訣
の
意
と
思
わ
れ
る
。

第
七
匂
の
「
海
杯
」
も
用
例
を
見
な
い
。
し
か
し
「
乗
杯
」
は
『
梁
高
僧
伝
』
巻
十
「
宋
京
師
杯
度
伝
」
に
「
常
乗
一
一
木
杯
一
度
レ
水
」
と

あ
り
、
ま
た
李
白
の
天
宝
十
三
載
(
七
五
四
)
作
の
天
台
山
詩
「
贈
一
一
僧
崖
公
一
」
に
も
「
何
日
更
携
レ
手
、
乗
レ
杯
向
二
蓬
繍

L
と
あ
っ
て
、

と
も
に
「
杯
」
を
舟
の
意
で
用
い
て
い
る
。

本
邦
に
目
を
向
け
れ
ば
、
『
伝
述
一
心
戒
文
』
巻
上
に
収
め
る
、
天
長
四
年
(
八
四
七
)
に
浄
野
夏
嗣
が
作
り
、
嵯
峨
天
皇
が
揮
官
宅
し
た
延

暦
寺
鐘
銘
「
冷
然
太
上
天
皇
御
室
田
鐘
銘
文
」
に
、
最
澄
の
事
蹟
と
し
て
「
赫
赫
桓
武
、
命
議
澄
公
。
乗
杯
求
法
、
発
彼
童
蒙
。
(
赫
赫
た
る
桓
(290) 



ひ
ら

武
、
議
の
澄
公
に
命
、
ず
。
杯
に
乗
り
法
を
求
め
、
彼
の
童
蒙
を
発
か
し
む
こ
と
あ
り
、
「
乗
杯
」
を
遣
唐
船
に
よ
る
渡
海
の
意
で
用
い
て
い

る
。
こ
の
党
鐘
は
叡
山
に
出
家
し
た
在
列
の
目
に
触
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
聖
賢
撰
『
高
野
大
師
御
広
伝
』
に
、
嵯
峨
天
皇
が
空
海
の
入

(289) 

定
に
際
し
て
作
っ
た
御
製
詩
「
山
犬
二
海
上
人L
が
あ
り
、
前
の
銘
文
と
同
様
の
用
法
で
「
得
道
高
僧
氷
玉
清
、
乗
杯
飛
錫
度
治
漠
。
(
得
道

の
高
僧
氷
玉
清
し
、
杯
に
乗
り
錫
を
飛
ば
し
槍
漢
を
度
る
こ
と
あ
る
。
こ
の
詩
は
空
海
が
主
題
で
あ
る
が
、
最
澄
も
同
じ
船
団
に
あ
っ
て
渡

唐
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
典
拠
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
八
句
の
「
山
」
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
こ
と
。
円
戒
設
立
の
勅
許
は
最
澄
の
滅
後
七
日
後
に
下
り
た
。

「
伝
教
大
師
讃
」
は
第
一
・
二
句
で
『
叡
山
大
師
伝
』の
故
事
に
拠
り
、
他
に
「
冷
然
太
上
天
皇
御
堂
田
鐘
銘
文
」
等
に
も
拠
る
よ
う
だ
。

見
し
て
『
叡
山
大
師
伝
」

の
利
用
が
少
な
い
の
が
気
に
な
る
が
、
比
叡
山
を
開
基
し
た
最
澄
の
讃
を
作
る
に
当
た
り
、
渡
唐
し
て
天
台
の
教
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え
を
比
叡
山
に
賛
し
た
事
跡
が
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
首
肯
で
き
よ
う
。
在
列
は
主
題
に
応
じ
て
作
法
を
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

学
問
の
世
界
に
お
け
る
栄
達
を
諦
め
、
官
吏
の
途
の
俗
な
る
こ
と
を
厭
う
て
出
家
し
た
在
列
が
、
反
っ
て
当
時
の
詩
文
の
常
識
か
ら
解
放

さ
れ
て
、
自
由
に
讃
文
を
も
の
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

讃
と
い
う
短
促
な
形
式
に
お
い
て
は
、
讃
え
る
べ
き
対
象
と
新
た
な
故
事
と
を
文
中
で
結
び
つ
け
る
余
裕
は
な
い
。
故
に
こ
の
文
体
は
典

故
の
少
な
い
平
板
な
表
現
に
陥
る
嫌
が
あ
る
。
し
か
し
僧
讃
が
典
拠
と
す
る
僧
伝
は
、
徹
頭
徹
尾
あ
る
特
定
の
僧
の
事
跡
を
叙
述
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
ど
こ
を
切
り
取
っ
て
も
そ
の
僧
を
表
す
言
葉
と
な
り
、
ま
た
伝
記
自
体
が
い
ず
れ
も
虚
実
を
含
ん
だ
豊
か
な
世
界
を
形
成
し

て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
内
に
取
り
込
む
こ
と
で
限
ら
れ
た
詩
形
に
重
層
的
な
奥
行
き
を
費
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



嘗
て
劉
認
が
「
用
を
致
す
こ
と
は
蓋
し
寡
し
」
と
そ
の
文
体
の
意
義
を
切
り
捨
て
た
讃
は
、
後
に
画
像
と
と
も
に
記
さ
れ
る
画
讃
の
登
場

に
よ
っ
て
短
文
に
よ
る
不
足
を
補
い
、
文
体
と
し
て
の
命
脈
を
保
っ
て
息
を
吹
き
返
し
た
の
で
あ
る
が
、
僧
讃
は
僧
伝
の
発
見
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
そ
の
条
件
を
補
う
効
率
的
、
且
つ
効
果
的
な
手
段
を
手
に
入
れ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
も
典
拠
と
な
る
書
物
は
、
顔
真
卿
の
画
讃
を
初
め
と
し
て
同
時
代
の
他
の
詩
文
に
は
見
ら
れ
な
い
自
由
な
選
択
が
な
さ
れ
て
お
り
、

実
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
の
僧
を
讃
え
た
讃
が
本
邦
で
作
ら
れ
た
僧
伝
を
典
拠
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
無
論
一
人
の

僧
の
事
跡
を
取
材
す
る
の
に
そ
の
僧
の
伝
記
を
用
い
る
の
は
至
極
当
然
な
営
み
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
当
時
の
詩
文
は
『
日
本
国
見
在
書
目

録
』
に
著
録
さ
れ
る
よ
う
な
中
国
の
古
典
に
准
じ
て
文
辞
を
成
す
の
が
正
道
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
僧
讃
が
未
だ
成
立
し
て
間
も
な
い
本

邦
故
事
に
拠
る
こ
と
は
極
め
て
異
例
な
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
名
僧
達
は
求
法
の
望
み
を
抱
い
て
自
ら
唐
に
渡
り
、
当
地
の
第
一
人
者
に
就
い
て
法
を
学
ん
で
、
多
く
の
経
論
を
携
え
て
帰
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国
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
独
自
の
仏
教
教
学
の
確
立
に
努
め
て
い
る
。
同
じ
学
問
と
い
え
、
そ
の
能
動
的
な
態
度
は

は
尚
古
主
義
に
陥
り
が
ち
な
儒
学
の
そ
れ
と
は
似
て
非
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
延
暦
寺
東
塔
の
法
華
堂
の
壁
に
、
天
竺
や
震
旦
の

高
僧
と
肩
を
並
べ
て
本
邦
の
僧
を
描
き
出
し
、
こ
れ
を
誇
ら
か
に
讃
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
彼
ら
天
台
僧
に
日
本
仏
教
に
対
す
る
強
烈

な
自
負
が
あ
る
か
ら
で
、
僧
讃
に
お
け
る
本
邦
故
事
の
利
用
と
は
、
畢
寛
日
本
の
僧
侶
達
の
こ
の
よ
う
な
意
識
の
所
産
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

例
え
そ
れ
が
讃
と
い
う
文
体
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
、
単
に
絡
流
に
お
い
て
伝
記
の
製
作
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
た
め
に
僧
の
も
の
に
そ
れ

が
顕
著
に
表
れ
た
の
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
以
後
も
陸
続
と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
、
日
本
の
僧
を
讃
え
る
こ
の
僧
讃
と
い
う
文
業
を
通
し
て
、
儒

者
の
心
に
図
ら
ず
も
本
邦
故
事
へ
の
心
理
的
垣
根
の
低
下
と
本
邦
詩
文
へ
の
独
自
性
の
指
向
と
い
っ
た
こ
と
が
鷲
ら
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
私
は
こ
の
僧
讃
と
い
う
文
体
が
、
日
本
漢
文
に
お
け
る
本
邦
故
事
の
流
入
の
端
緒
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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後
藤
昭
雄
『
天
台
仏
教
と
平
安
朝
文
人
』
(
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

1
3
3

、
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O

二
年
)
に
、
『
東
塔
法
華
堂
壁
画
賛
』

に
言
及
し
て
「
こ
れ
ら
の
僧
讃
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
の
記
述
に
も
と
づ
い
て
い
る
」
(
二

O
七
頁
)
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

亀
田
孜
「
橘
在
列
賛
の
延
暦
寺
東
塔
法
華
三
昧
堂
の
大
師
影
像
壁
画
」
(
同
『
日
本
仏
教
美
術
史
叙
説
』
、
学
謹
書
林
、
一
九
七
O
年
。
初
出
『
か

が
み
』
6

号
、
大
東
急
記
念
文
庫
、
一
九
六
一
年
)
に
詳
し
い
。

後
藤
昭
雄
(
前
掲
書
)
に
、
本
邦
に
お
け
る
『
智
者
大
師
画
賛
』
の
受
容
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
。

『
智
者
大
師
画
賛
』
の
底
本
に
は
、
東
京
塞
術
大
学
美
術
館
蔵
本
『
天
台
智
者
大
師
画
讃
註
』
の
本
文
を
用
い
た
。

武
覚
超
「
『
天
台
大
師
画
讃
註
』
の
撰
者
と
本
文
の
典
拠
」
(
『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
第
二O
号
、
叡
山
学
院
、
一
九
九
七
年
)
に
詳
し
い
。

後
藤
昭
雄
(
前
掲
書
)
に
既
に
典
拠
を
含
め
た
解
説
が
あ
る
。

『
東
塔
法
華
堂
壁
画
賛
』
に
「
漢
」
の
字
無
し
。
猪
熊
本
『
朝
野
群
載
』
巻
一
に
よ
り
こ
れ
を
補
う
。

『
東
塔
法
華
堂
壁
画
賛
』
は
「
薩
」
の
字
無
し
。
猪
熊
本
『
朝
野
群
載
』
巻
一
に
よ
り
こ
れ
を
補
う
。

『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
底
本
に
は
、
伏
見
宮
家
旧
蔵
書
陵
部
蔵
本
を
用
い
た
。

底
本
「
放
」
を
「
旋
」
に
作
る
。
和
学
講
談
所
旧
蔵
書
陵
部
蔵
本
に
よ
り
「
放
」
に
改
む
。

『
東
大
寺
図
書
館
蔵
文
明
十
六
年
書
写
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
影
印
と
研
究
』
(
日
中
文
化
交
流
史
研
究
会
編
、
桜
楓
社
、
一
九
八
五
年
)
に
詳
し
い
。

底
本
「
僧
」
の
字
無
し
。
和
学
講
談
所
旧
蔵
書
陵
部
蔵
本
に
よ
り
こ
れ
を
補
う
。

底
本
「
迎
」
の
下
に
「
拝
」
の
字
有
り
。
和
学
講
談
所
旧
蔵
書
陵
部
蔵
本
に
よ
り
こ
れ
を
省
く
。

後
藤
昭
雄
(
前
掲
書
)
に
訓
読
と
語
義
等
の
解
説
が
あ
る
。

『
叡
山
大
師
伝
』
の
底
本
に
は
、
佐
伯
有
清
『
伝
教
大
師
伝
の
研
究
』

校
訂
本
文
を
用
い
た
。

佐
伯
有
清
(
前
掲
書
)
に
詳
し
い
。

注2 3 4 5 6 7 8 15 14 13 12 11 10 9 

(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
)
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の
、
石
山
寺
古
写
本
を
底
本
に
し
た


